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研究成果の概要（和文）：Microcystinを特異的に分解するとして発見されたmicrocystin分解性細菌（B-9株）
は、種々のペプチド類を分解することが示された。本研究では、B-9株の分解特性を詳細に調査し、以下の知見
を得た。1）次世代シークエンサー用いてB-9株の全ゲノムの塩基配列を決定した。2）従来の3種の加水分解酵素
（MlrA~C）とトランスポーターであるMlrDに加えて新たな加水分解酵素（MlrE～F）とアミノ酸トランスポータ
ーの存在を明らかにした。3）加水分解挙動では、ジおよびトリペプチドまではMlrE単独で、そしてテトラペプ
チド以上ではMlrCとMlrEの協働で行われることが確認された。

研究成果の概要（英文）：Microcystin-degrading bacteria (strain B-9) discovered as specifically 
degrading microcystin have been shown to degrade various peptides. In this study, the degradation 
characteristics of B-9 strain were investigated in detail, and the following findings were obtained.
 1) The nucleotide sequence of the whole genome of strain B-9 was determined using a next-generation
 sequencer. 2) In addition to the three conventional hydrolases (MlrA-C) and the transporter MlrD, 
we clarified the existence of new hydrolases (MlrE and F) and an amino acid transporter. 3) The 
hydrolysis behavior was confirmed to be performed by MlrE alone up to the di- and tripeptides and by
 the cooperation of MlrC and MlrE above the tetrapeptide.

研究分野： 化学生態学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
Microcystin分解性細菌は世界各地で発見され、多種多様であるが、ここまでの研究では、そのターゲットは
microcystinおよび関連化合物のみであり、研究代表者が実施している「アミノ酸を含有する各種ペプチド類を
ターゲットにする研究」は皆無である。Microcysin分解のスクリーニングで偶然に得られた一連の微生物は、単
にmicrocystinのみがターゲットではなく、あらゆるペプチド類を分解し、アミノ酸を獲得する機能を有してい
る。今回、その機能の精緻さの一部が明らかとなり、今後意図通りに進行すれば、湖沼生態系の生物間相互作用
の一端が解明できると考えている。












